
'

一
九

九

四

年

夏

に

み

た

ロ

ン

ド

ン

・
ト

レ

ド

(
マ

ド

リ

ツ

ド

)
.

ロ
ー

マ

・
パ

リ

、
エ

ピ

ソ

ー

ド

記

憶

野

村

晶

子

一
昨

年

か
ら

、

E

C
統

合

(
近

代

国
家

崩

壊

)

前

に

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
都

市

の
現

状

と

、

人

々

の
行

動

を

観

察

し

て

お
き

た

い
と

、

ウ

ィ
ー

ソ
、

、・・
ユ
ソ

ヘ
ソ
、

ジ

ュ
ネ

ー
ブ

(
ベ

ル

ン
)
、

パ

リ

を

廻

わ

り

、

昨

年

は

、

「
E

C
中

核

都

市

(
ベ

ル
ト

地

帯

)
」

と

な

る

で

あ

ろ
う

ド

イ

ツ

(
ベ

ル

リ

ン
、
.フ

ラ

ン

ク

フ

ル
ト
、

ウ

ィ

ス
。ハ
ー

デ

ソ
、

ニ

ュ
ー

ル

ン
ベ

ル
グ

、

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
)

の
主

要

都

市

を

廻

わ

っ
て

い

た
が

、

今

年

は

、

経

済

ベ

ル
ト

地

帯

か

ら

は
少

し

外

れ

る

、

「
ロ

ソ
ド

ン
、

ト

レ
ド

(
マ
ド

リ

ッ
ド

)
、

ロ

ー

マ
、

パ

リ

」

で

の
印

象

や

、

体

験

を

、

得

た

い
と

思

い
た

ち

、

そ

の
旅

に
出

た
。

八

月

九

日
、

正

午

十

二
時

成

田
発

日
本

航

空

媽
便

パ

リ
行

き

は
、

例

年

通

り

の

シ
ベ

リ

ア
か

ら

モ

ス

ク

ワ
、

ワ

ル

シ

ャ

ワ
経

由

の

コ
ー

ス
を
取

ら

ず

、

北

欧

ス

エ
ー
デ

ソ
、

デ

ン

マ
ー

ク
、

オ

ラ

ソ
ダ

の
上

空

を

飛

ぶ

コ
ー
ス
で
パ
リ

・
シ
ャ
ル
ル

・
ド

ゴ
ー

ル
如
工
港

へ
到
着
し

た
。
ブ

リ
テ

ィ

ッ
シ

ュ
、

、・・
ッ
ド

ラ
ソ
ド

航
空

に
乗
り
継
ぎ
、

十
九
時

三
十
分

ロ
ソ
ド

ン
空
港

に
到
着

し
た

(規
模

の
大
き
な
空
港

で
あ
る
が
、

日

本

の

ロ
ー
カ

ル
空

港

の
よ
う
な

印
象

を
う

け

た
)
。

成

田
を

た

っ
て
か
ら
約
十

二
時
間

の
飛
行

で
あ

る
。

翌

八
月
十

日
、

ロ
ン
ド

ソ
市
内

を
廻
わ

っ
て
い
る

内
、
「
8

ぴ
Φ
£

と

い
う
赤

い
垂

れ
幕

が
、
あ

ち

こ

ち

の
ビ

ル
か
ら
下
が

っ
て
い
る

の
が
目

に

つ
く

…
。
"

「
貸

し
室

」
と

い
う

の
で
あ

る
。

か

つ
て
、
世
界

に

誇

る
大

英
帝
国

の
名

に
は
ふ
さ
わ
し

か
ら

ぬ
光

景

で

あ

っ
た
。
…
…

や
は
り
不
況

の
波

は
こ
こ
迄
達

し

て

い
た
。
「
霧

の

ロ
ソ
ド

ソ

の
…

…
」
学

生
時

代

に

口

ず

さ

ん
だ

メ

ロ
デ

ィ
通
り
、
昨

日
迄

の
東

京

の
蒸

し

暑
さ
と

は
異

な
り
、

少

々
膚
寒
く
、

ド

レ
ス
の
上

に

短

い
レ
イ

ソ
コ
ー

ト
を

は
お
る
。

同
行

の
息
子

(高

一
)

は
、

シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ズ

の
パ
ブ
が
嬉

し

い
ら
し
く
、

し
き

り
に
カ

メ
ラ
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て

い
る
。
が
、

ロ
ン
ド

ン
は
、
ネ

ク
タ
イ

の
紳
士

の
よ
う

に
落

ち

つ
き

、
そ

の
風
格
を
保

っ
て
い
る
風

情

で
あ

る
。

ア

ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ソ

の
人
達

に
混

っ
て
、

市
民
権
を
得

た
膚

の
黒

い
人
達
も

「我

が
街

ロ
ン
ド

ン
…
…
」

と

い
う
意
気
込

み
で
働

い
て

い
る
姿

に
、

、
民
族

の
生
活

の
歴
史
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。
午
後
、

市
内
を

一
巡

り
し
た
が
、
大
英
博
物

館

で
は
、
古
代

エ
ジ
プ

ト
展

の
中

に

「
女

の

ミ
イ

ラ
」
や
内
臓

を
入

れ

た
数

々
の
壷
を
同
時

に
展
示
し

て
あ

っ
た
。
感
受

性

の
鋭

い
青
年
期

の
真

只
中

に
あ

る
息
子

に
は
、
大

き

な

シ

ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
私
自
身

も
、
人

の
命

の
儚
な
さ

を
噛

み
し
め

て
い
た
。
午
後

十
九
時

三
十
分
イ

ベ
リ
ア
航
空

で

マ
ド

リ

ッ
ド

に
着

く
。
翌
、

八
月
十

一
日
朝

は
、

中
世

の
都
市

ト

レ
ド

へ
向
う
。
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早
朝

か
ら
、
さ

ん
さ
ん
た
る
陽

光

で
あ

る
。

イ

ス
ラ

ム

の
文
化

の
世
界

で
あ

り
、
街

路
樹

は
オ
リ
ー
ブ
、

な

つ
め
や
し

の
木

で
あ

る
。
時

を
経

る
に
従

っ
て
、
噂

光

は
強

さ
を
増
し

た
。

ほ
と
ん
ど
熱
射

に
近

い
白
熱

と

い
う
形
容

が
適
当

で
あ

ろ
う
。
乾

燥
地
帯

(
周
辺

の
畑

に
は
ひ
ま
わ
り

の
種
が
収
穫

を
待
ち
、
広
が

る

風
景

は
茶

色

一
色

で
、
所

々
に
、
低

い
オ
リ
ー
ブ

の

木

の
薄

緑
が

点
在

し

て

い
る
。
)

…
…

か

つ
て
、

ド

ン
キ
ホ
ー
テ

の
通

っ
た
と

い
う
辺
り

の
高
速
道
路

を
、

バ

ス
は
砂
煙

を
上
げ

て

一
途

に
走

る
。

一
キ

ロ
も
離

れ

た
小
屋

か
ら

つ
れ

て
来

る
と

い
う
羊

の
放
牧
も
あ

っ
た
。
古
都

ト

レ
ド

は
、
古
代

か
ら
イ

ス
ラ

ム
教
、

ユ
ダ

ヤ
教

(
ユ
ダ

ヤ

の
赤

い

星
)
、

カ

ト

リ

ッ
ク

(
ハ
プ

ス
ブ

ル
グ
家

の
紋
章

の
双
頭

の
ワ

シ
)

の
地

区
が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
門
壁

に
、
紋
章

を
張
り

つ
け
て

あ

る
。
現
代

に
あ

っ
て
も
、
民

族

の
生
活
域
が
、
区

別
さ
れ

て
い
る

の
は
生
活

の
知
恵

で
あ
ろ
う

か
。
民

族
、
宗
教
、
文
化

の
興
亡

の
産
物

と
し

て
の

モ
ザ
イ

ク
の
姿

で
も
あ

る
。
私

は

ユ
ダ

ヤ
地
区

の

マ
ー
ケ

ッ

ト
を

の
ぞ

い
て
み
た
く
な

っ
た
。

イ

チ
ジ

ク
、

ト

マ

ト
、

い
わ

し

(魚

)
等
、

日
本

で
も
よ
く
見

か
け

る

下
町

の
光
景
が

み
ら
れ

た
。
物
価

は
高

く

は
な

い
。

カ
テ
ド

ラ

ル
大
寺

院
付
近

で
は
、
路

地
裏

に
、
金
糸

で
細

工
す

る
刃

の
つ
ば

の
工
房
が
あ

り
、

ア
ラ
ブ
系

の
職
人
が
作
業

を
続
け

て
い
た
。
城

門
を
出

て
す

ぐ

の
所

の
、

ベ
ネ

チ
ア
ン

・
グ

ラ
ス
の
工
房

で
は
、
観

光
客

目
当

て

の
商

い
場
所
も
あ

る
。
中
年
以
上

の
人

や
、
老
人

の
み
が
目
立

つ
街

は
、
静
か

に
息
を

つ
め

て

い
る

た
た
ず

ま

い
で
あ

る
。

(若

者
達

は

一
キ

ロ

ば

か
り
離

れ
た
新
興
都
市
街

で

の
生
活

で
、
高
層
住

宅

に
住

ん
で
お
り
、

ト
レ
ド

か
ら
も
視
界

に
入

る
)

ト

レ
ド

か
ら
首

都

マ
ド

リ

ッ
ボ

へ
の
移
動

の
途
中
、

闘
牛
場

の
近

く
を
通

る
。

(私

に
は
映
画

「
血

と
砂
」

の
印
象
が
強

す
ぎ

て
、
実
物

は
あ

ま
り

に
も
貧
弱

で
、

意
外

に
感

じ
ら
れ
た
。
休
館

の
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ

っ

た
か
ら

で
あ

ろ
う
。
)
午
後

、

マ
ド

リ

ッ
ド
市

内

の

王
宮
、

ス
ペ
イ

ソ
広
場
、
プ

ラ
ド
美

術
館

(
ゴ
ヤ
館

、

ペ
ラ

ス
ケ
館
)

を
廻
わ

る
。
土
佐

の
米
澤

サ
ン
ゴ
店

の
息
子

さ
ん
が

夫

で
あ

る
と
い
う

ス
ペ
イ

ン
婦
人

マ

リ
ア
さ
ん
は
、
義

母
か
ら
贈
ら

れ
た
と

い
う
血

サ

ン

ゴ
の
ブ

ロ
ー
チ

(
忘
れ
勿
草
)

を
胸

に
、
た
ど

た
ど

し

い
日
本
語

で
、
し
き
り

に

「
イ
サ
ベ

ラ
女
王
様
が

…
…
」
と

ガ
イ
ド
し

て
下

さ
る
。
小
柄

で
、

い
た
い

た
し

い
体
格

で
あ

っ
た
。
夕
食
後
、

私
は
、

フ
ラ
メ

ン

コ
シ

ョ
ウ
に
息

子

を
さ
そ

っ
た
が

、
「
ホ
テ

ル
で

休
む
」
と

一
人
残

っ
て
し
ま

っ
た
。

シ

ョ
ウ

は
中
年

の
体
格

の
女
性
が

踊
る
も

の
と
期
待

し

て
い
た
が
、

快

い
裏
切

り
で
あ

っ
た
。
舞
台

に
は
、
少
女

の
域

を

脱
し

た
ば

か
り

の
乙
女
四
人
が
登

っ
て

い
た
。
そ

の

中

の

一
人
が
、

ジ
プ

シ
ー
と

の
こ
と
で
、
美

し
い
が

細
面

の
、
青
白

い
無
表
情
な
娘

で
あ

っ
た
。
他

の
三

人

は
、
小
麦
色

の
膚

で
、
顔
立

ち
も
華
や

か
で
あ

る
。

ス
ペ
イ

ン
国
立
舞

踏
学
校

で
訓
練

さ
れ

た
と

い
う

の

で
あ

る
。

フ
ラ

メ

ン

コ
は
、

村
祭

り
的

な
、
(
オ
リ

エ
ン
ト
風

の
)

メ

ロ
デ

ィ
ー
で
あ

る
。
娘
た
ち

は
、

汗
を
流

し
、
ダ

イ
ナ

ミ

ッ
ク
に
胴
体

で
踊

る
。

(
日

本

で
耳

に
し
た
名

曲
と

は
異

な
り
、
土

の
匂

い
が
す

る
。
)

八
月
十

二
日
九
時

三
十
分
発

ア
リ

タ
リ

ア
航

空

で
発
ち
、

ーロ
ー

マ
へ
は
十

一
時

五
十
分

に
到
着

し

た
。
昼
食
後
、

コ
ロ
ッ
セ
オ
、

ト

レ
ビ

の
泉
、

ス
ペ

イ

ソ
広
場
、
ブ

取
ゴ

・
ロ
マ
ー
ノ
等

を
観

て
廻
わ

る
。

白
熱

の
、

そ
し
て
熱

射

の

ロ
ー

マ

へ
の
第

一
歩

で
あ

っ
た
。
「
ロ
ー

マ
億

一
日

に
し

て
成

ら
ず
」
、

「
す

べ

て
の
道

は

ロ
ー

マ
に
通
ず
」

の
格
言

通
り
、
古
代

ロ

ー

マ
の
、

石
材

の
建

造
物

の
遺
跡

を
前

に
し

て
、
私

と
息
子

は
、
言
葉

を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。

シ
ー
ザ

ー

の
宮

殿
、

ア

フ
ロ
デ

ィ
テ
の
宮
殿
、

ネ

ロ
の
墓
、
古

代

の
上
、
下
水
道

の
遺
跡
、

そ
し
て
テ

レ
ベ
河

一
帯

の
、
医
療

に
た
ず

さ
わ

っ
た
と
い
う
中
洲

テ
ィ
ベ
リ

ー

ナ
島

の
遺
跡

の
数

々
…
…

(現
代

も
医
療
機
関
が

使

っ
て

い
る
。
)

こ
れ
ら

は
、
幾
多

の
戦

い
に
敗

れ

た
、
奴
隷

の
血

と
、
涙
と
、
命
を
飲

み
込
ん

で
し
ま

っ
て
い
る
。
学
生
時

代

に
興
味
を
持

っ
た
ド

ー
リ
ア

式

、
イ

オ

ニ
ア
式

、

コ
リ
ソ
ト
式

の
石
柱

の
数

々
が

眼
前

に
あ

っ
た
。

限
り
な

い
。
古
代

の
石
だ

た
み
も
、
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黒
光
り

し
て
そ

の
ま
ま
、

二
十
世
紀

の
今

日
、

な
お

人

々
が
踏

み
し
め

て
い
る
。

そ
し
て
ゴ

ー
ト
族

の
侵

入
時
も
数

々
の
戦

火

に
会

い
民

族

の
殺
戮
、
破
壊

は

続
き
、
当
時

、

ロ
ー

マ
市
民

の
生
存

者

は
五
百

五
十

名

で
あ

っ
た
と
記
録
さ
れ

て

い
る
。

思
春
期

の
た
だ

中

に
あ

る
息

子

の
感
受
性

に
は
、
大
変
な
刺
激

で
あ

っ
た
に
ち
が

い
な

い
。

そ
し
て
、
バ

チ
カ

ン
国

の
、

聖

ピ

エ
ト

ロ
寺
院

に
着
く
。

キ
リ

ス
ト
の
弟

子

ペ
ト

ロ
の
墓

の
上

に
建
立

し
た

の
が

ピ

エ
ト

ロ
寺
院

で
、

城
門

を
少

し
行
く
と
、
古
代

エ
ジ
プ

ト
の
オ
ベ
リ

ス

ク
が

、
高

く
そ
び
え
、
何

百
と

い
う

コ
リ

ソ
ト
様
式

の
大

理
石

の
柱

は
、
あ

る
角

度
か
ら
見

る
と
、

一
本

に
見

え
る
と

い
う
地
点

も
、
あ

る
と

い
う
説
明

で
あ

っ
た
。
そ
し

て
、
聖

ピ

エ
ト

ロ
寺
院
本
殿

に
向
う
、

ゆ
る
や

か
で
、
幅
広

い
階

段

は
数

は
少

な

い
が
、
広

大
さ
を
誇

っ
て
い
る
。
寺

院

の
入

り

口
で
は
、

ス
イ

ス
の
、
中
世

の
民
族

服

に
身
を
包

ん
だ

、
衛
兵
が
待

機

し

て
い
た
。
寺
院

の
中

は
、

ロ
ー

マ
貴

族

の
、
祈

を
捧
げ

る
室
が
多
数

あ
り
、

こ

の
日
も

「
、・・
サ
」
が

行
わ
れ

て
い
た
。

そ

の
入
り

口
で
は
検

問
が
あ
り
、

私
と
息
子

は
、

中

に
入
れ

て
も

ら
お
う
と
す

る
と
、

口
早

な

イ

タ
リ

ア
語

に
見

ま

わ
れ

て

し
ま

っ
た
。

(
全
く

イ
タ
リ

ァ
語

は
解
ら

な

い
)

「
ウ
イ
、

ウ
イ
」

と
答
え
、
難

な
く
、

ミ
サ
に
参

加
で
き
た
。
荘
厳

な

ミ
サ
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、

入
り

口
の
ミ
ケ
ラ

ソ
ジ

エ
ロ
作

の
ピ

エ
タ
像

に
、

し
ぼ

ら
く
見

い

っ
た
。

そ

し

て
、
数

々
の
宝
物

…
…

(
法

王

の
法
衣

の
、
金
糸

と

サ
ン
ゴ
の
輝

く
ば

か
り

の
縫

い
取

り
は
、
修
道
尼

の
作

品
と

い
う
…
…
信
仰

の
証

し
で
あ

ろ
う
)
。
寺

院
を
出

て
、

よ
う
や
く
、

ホ
テ

ル
に
つ
い
て
、

一
息

…
…

と
思

っ
た
時

、
(
フ

ロ
ン
ト
で

キ
イ
を
受

け
取

っ
て

い
る
と
)
「
息

子
さ

ん
が

…
…
」
と

い
う
声
。

彼

は
、

一
メ
ー
ト
ル
四
方

に
嘔

吐
し

て
い
た
。

ス
ペ

イ

ソ
、

そ
し

て
、

ロ
ー

マ
の
、
乾

燥
と
、
熱
射

に
や

ら
れ

た

の
だ
。
持

た
せ
て
あ

っ
た
大
判

の
木
綿

の

ハ

ン
カ
チ

ー
フ
は
、
あ
き

ら
め
る
よ
り
仕
方
な

か

っ
た
。

ホ
テ

ル
の
床
敷
物
も
汚

し
て
し
ま

っ
た
。
部
屋

に
着

く
な
り
、
激

し
い
嘔
吐
が

、

二
、

三
度
続
く
。
脱

水

症
状

に
な

っ
て
は
困

る
と
思

い
、
水

(
エ
ビ

ア
ン
)

も
含

ま

せ
た
が
、
受
け

つ
け
な

い
。
体
温

は
三
十
九

度

三
分

で
あ

る
。
添
乗
員

に
医
師
を
頼

み
、

救
急

車

を
呼

ん

で
も
ら

お
う
と
し
た

(
点
滴

で
補
給

し
た

い

と
考

え

た
)
。

し
ば

ら
く
経

っ
て
、

イ
タ
リ

ア
人

の
、

三
十
歳
代

の
医
師
が
、

部
屋

に
や

っ
て
来

た
が
、
イ

タ
リ
ア
語

は
全

く
解

ら
な

い
。

彼

に
、

「息

子

は
風

邪
気
味

で
、
疲
労

と
日
射
病

で
は
な

い
か
」
と
伝
え

て
も

「
そ

ん
な

は
ず

は
な

い
」

と

英
語

で
答

え
、

「
メ
レ
ナ
」

か
、
「
肝
炎

で
は
な

い
の
か
?

皮
膚
が

黄
色

く
な

っ
て

い
る
」

と

い
う
。
(
一
刻

も
早

く
救

急
車

で
病
院

に
運
ん

で
も
ら

い
、

リ

ン
ゲ

ル
の
点
滴

トレ ド、 ア ラブ 地 区コ ロ ッセ オ で筆 者(白 熱 の ロー マ)
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を
し

て
も
ら

い
た

い
の
に
、

イ
タ
リ

ア
で
は
、

日
本

と
は
国
事
情
が
異

な
り
、
家
庭
医
が
診

断
、
治
療
を

任

さ
れ
、
勿
論
、

投
薬

は

し
な

い
と
分

り
、
何
と

か
、

こ

の
嘔
吐

を
止

め

た
か

っ
た
。
)
医
師

は
、
嘔

吐
止

め

の
注
射
を
腰

に
打

ち
、
3
万
円

の
往

診
料

で
帰

っ

て
行

っ
た
。

日
本

か
ら

の
添
乗
員

は
、

カ

ン
ツ
ォ
ー

ネ

の
夕
食

に
出
掛

け
た
後

の
出
来
事

で
あ

る
。
医
師

は
、
「
自
分

の
帰

っ
た
後

で
、

三
度

嘔
吐

し

た
ら
呼

ぶ
よ
う

に
」
と
、
言

い
残
し

て
い
た
。

や
は
り
解
熱

せ
ず

、
激
し

い
嘔
吐

は
続

く
。
夜
半

に
、
添

乗
員
が

ホ
テ

ル
に
戻

っ
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
、
息

子

の
症
状

を
告
げ

、
医
師

に
来

て
も
ら
う
よ
う
頼

ん
だ
。
…
…

医

師

は
、
「
日
本

の
患
者

は
初

め

て
で
あ

っ
た
」

そ

う

で
、

再
び
、
問
診
、
検
査

を
し
、
吐
き
気

止
め

の

注
射

を

し
て
、
「
明

日

は
、
ド

ラ

ッ
グ

ス
ト
ア

で
、

指

示
し
た
七
種
類

(
一
日
三
回

の
投
薬

で
あ

る
)

の

薬

(約

五
千
円
)
を
買

っ
て
来

る
よ
う
言

い
残
し
、

再
び
、
往

診
料
3
万
円

を
要

求
し

て
、

ホ
テ

ル
を
去

っ
た
。

翌
八
月
十

三
日
は
、

ナ
ポ

リ

・
ボ

ン
ベ
イ
観

光

の
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
で
あ

っ
た
が
、
添
乗
員

は
、

母
子

二
人

の
為

に
、
残

っ
て
下
さ
り
、
ド

ラ

ッ
グ

ス

ト
ア
に
、
薬

を
買

い
に
出
掛

け

て
下
さ

っ
た
。
夜

、

ナ
ポ
リ
か
ら
帰

っ
た
、
'尼
崎

市

の
、
N
氏
御
夫
妻

か

ら
、
果
物

の
贈

物
が
あ

り
、
感

激
し

た
。
翌

八
月
十

四

日
、

一
行
は
、

ス
イ

ス
に
飛
ち
、

日
本
人

は
私

た

ち
母

子

二
人

だ

け

の
、

ロ
ー

マ
の
休

日

と
な

る
。

(
看
病

に
明
け
暮

れ
た

二
日
間

で
あ

っ
た
)
イ

タ

リ

ア
の
ガ
イ
ド

(
旅
行

会
社

社
長
)
、

ア
ガ

チ
氏

の
好

意

で
、
「
ホ

テ

ル

・
プ

リ

ン
セ

ス
」

に
移

り
、
過

す

こ
と

に
な

っ
た
。
小
ち

ん
ま
り

し
た
ホ
テ

ル
の
部
屋

は
、
分
厚

い
、

カ
ー
テ

ン
が
閉

め
ら

れ
、
熱
射

を
さ

け
る
こ
と
が
出
来

た
。
卓

上

の
電
話

の
ベ

ル
で
出

て

み
る
と

「
野
村

さ
ん
…
…
」

後

は
イ

タ
リ

ア
語

で
あ

る
。

と

っ
さ

に
、
「
ノ

ン
、

イ

タ
リ

ア
ー

ノ
」

と
答

え
て
し

ま

っ
た
。
す

る
と
、

(本

学
英

文
科

の
A
先

生

の
お
声

の
響
き

に
似

て

い
た
。
)
「
息
子

さ
ん
、
何

如

で
す
か
?

食

べ
物

は
、
オ

リ
ー
ブ
油

は
駄

目

で

す
。

ホ
ワ
イ

ト

・
リ
ゾ

ッ
ト

に
し

て
下
さ

い
。

果
物

は
与

え

て
も

い
い
で
す

よ
。
」
自

分

の
耳
を

疑

っ
て

し
ま

っ
た
。

叮
重

な
指

示

の
、

日
本

語

で
あ

る
。

「
今
、
私

は
こ

の
ホ
テ

ル
の
A
号
室

に
居

ま
す
。

何

か
あ

っ
た
ら
知

ら

せ

て
下

さ

い
。
」

…
…
息

子

の
命

は
、
も

う
大
丈
夫
だ

と
思

っ
た
。
な

ん
と
、

ア
ガ

チ

氏

の
部
屋

は
、
私
達

の
部
屋

か
ら

一
室

お
い
て
、
次

の
室

で
あ

っ
た

こ
と
が

翌
日
分

っ
た
。
後

で
、
症

状

が

回
復

し

て
、
イ

タ
リ
ア
を
発

つ
時
、
空
港

ま
で
廻

わ

し
て
下
さ

っ
た
弘
前
出
身

と

い
う
、
若

い
女

性
は
、

「
ア
ガ

チ
さ

ん
は
、
早
稲

田
大
学

英
文
科

に
学

ん
だ

こ
と
が

お
あ

り

で
す
。
」
と
語

っ
て
下

さ

っ
た
。

イ

タ
リ
ア

・
リ

ラ
は
、
今
年

の
円
高

に
も

か
か
わ
ら
ず

、

日
本
円

に
、
○

・
六
乗

で
あ

っ
た
。

(約

二
分

の

一

の
価
値

し

か
認

め
な

い
こ
と

に
な

る
)

ガ
イ
ド

(
イ

タ
リ

ア
語

二
名
、

フ
ラ

ン
ス
語

一
名
)
料

、

ア
リ
タ

リ

ア
航
空
往
復

の
搭
乗
券

二
人
分
、

ホ
テ

ル
ニ
泊

の

二
人
分
。

(食
事

は
除

く
)
計
十

四

万
円

の
請
求

書

を
渡

さ
れ
た
が
、

八
月

十
七
日
、

パ
リ
で
、
無

事

ツ

ア
ー

一
行

に
合
流
す

る
こ
と
が
出
来

た
。

人

々
の
好

意

に
支

え
ら
れ

た
南

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
旅

で
あ

っ
た
。

ア
ガ
チ
氏

に
は
、

い

つ
か
お
目

に
か
か
り
、
御

礼
を

申

し
上
げ

た

い
と
、

そ

の
日

の
再
会

(
ま
だ
、

お
目

に
か
か

っ
て
な

い
が

…
…
)

を
願

っ
て
い
る
。

(附
)

今
年

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
前

、
円
と
、
各

国

の
通

貨

(
ト
ラ

ベ
ラ
ー
ズ

チ

ェ
ッ
ク
を
含

め
て
)

と

の
交

換

に
、
東
京
銀

行

に
行

く

と
、
「
イ

タ

リ
ア
リ

ラ
は

手
持

ち
が

無

い
。
」

と

の
こ

と

で
、
仕
方

な

く
、
そ

の
分

は
、
現
金

(
米
ド

ル
の
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ

ェ
ッ

ク
の
方
が
良

か

っ
た
)

で
持

っ
て
行
く

こ
と
に
し
た
。

イ

タ
リ

ア
経
済

は
破
綻

し
、

日
本
と

の
二
国
間
協

定

は
無

い

の
が

現
状

で
、
円

と

の
交
換

は
し
て
も

、

一

方
的

な
も

の
で
あ

る
。

ラ
テ

ン
民
族
独
特

の
価
値
観

と
、

そ

の
行

動
を
、
垣
間
見

る
思

い
が

し
た
。

ア
フ

リ
カ
、
他

の
ア
ジ

ア
諸
国

に
比
較

す

る
と
、
民

族
間

の
交
流

の
歴
史

の
浅
さ
を
痛
感

し
た
旅

で
も
あ

っ
た
。
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